
発発発発行行行行：：：：2025年8月4(月)

名名名名古古古古屋屋屋屋北北北北部部部部民民民民主主主主商商商商工工工工会会会会
〒〒〒〒444466662222----0000000033335555 北北北北区区区区大大大大野野野野町町町町3333----11119999

TTTTEEEELLLL （（（（000055552222））））999911115555----8888111111111111
FFFFAAAAXXXX （（（（000055552222））））999911115555----8888111111114444

EEEE----mmmmaaaaiiiiｌｌｌｌ jjjjiiiimmmmuuuukkkkyyyyooookkkkuuuu@@@@hhhhooookkkkuuuubbbbuuuummmmiiiinnnnsssshhhhoooo....sssstttt1111....jjjjpppp

NNNNoooo....630

核兵器廃絶へ 被爆者の声を語り継ぎ世界に広めよう！

7月２２日（火）午後７時から、愛商連平和部会主催「商売と平和」学習会
に、北部民商から、西支部の鬼束恵美子さんと事務局で参加しました。愛知

県原水協の代表理事大村義則さんを講師に「被爆８０年世界大会の意義」

について学習。大村さんは、「自分自身、父親が被爆者と知ったのは３０年前」

「それだけ、被爆者は、世間に知られたくないと葛藤し、苦しんできた」と語りま

した。「日本もアメリカも原爆被害の実態を隠した。就職や結婚で差別や偏

見も多く、隠し通した人も少なくない」「被爆者が立ち上がり、悲惨な経験を

語ることで、核抑止論を打ち破り、核兵器禁止条約の普遍化へとつなげる世

界大会を成功させましょう」と呼びかけました。鬼束さんは、「誘われて、初め

て原水禁大会へ参加することになりました。今日、こういうお話を聞いて、今まで多くの方が、本当に苦しんできたのに、

自分は今まで知らずにきてしまった。申し訳ない気持ち」と話しました。南民商から参加した会員は、「本当の話が聞き

たいと、参加しました。あまりにも、すごい話を聞いてしまって、ショックを受けています。参加して良かったです」と感想。

東部民商事務局の千種さんは、「原水禁大会は２回目の参加。

核兵器禁止条約が決議されたとき、自宅で拍手しました。今回

も、しっかり勉強してきたい」と元気よく発言。大村さんは、「戦

火が絶えない世界の状況を見ると、あきらめそうになるかもし

れないが、私たちは、あきらめたらいけない」と激励の言葉で

締めました。平和部会部長の森さん（愛商連会計）が、「昨日

の聞き手は明日の語り手と言います。被爆者の方が高齢にな

るなか、私たちが語り部となって平和の運動を広げていきましょ

う」と挨拶し、閉会しました。~

被爆８０年の節目の原水禁大会（8/4-6広島）に北部民商から鬼束

恵美子さん、岩満裕美子さんの２名が参加します。

名古屋北法律事務所「出張法律相談」毎月第4水曜日14時～16時（8月27日、９月24日・・・）
＊相談は予約制です。民商へ電話して申し込んでください

税務署から「収支内訳書」の督促が…

７月下旬から「税務署から封筒がきた」「収支内訳書を出さ

ないといけないのか」と民商へ問い合わせが続いています。

白色申告者の収支内訳書は提出しなくても罰則はありません。

１９８４年、民商・全商連は税務当局による総収入金額の報告

や収支内訳書添付の義務化などの策動に対して、大型間接税の

布石、強権的な税務調査や推計課税の合法化という真の狙いを
暴き、６００万人分を超える個人署名と１万８千余の団体署名、

３７万枚の要請ハガキなど運動を強め、罰則規定を骨抜きにさ

せました。
「収支内訳書」にどう応えるかは、納税者本人が決めることで

す。

民商として毎年行っている税務署交渉でも「収支内訳書の提

夏季休業のお知らせ

８月１３日（水）～１５日（金）まで夏季休業と
させていただきます。

８月１８日（月）からは通常業務です。

＜商工新聞＞

８月１１日号は休刊、

８月１８日号を
８月６日～７日に配達係の方へ卸します


